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読解に必要な知識や技能を身につけさせると共に、本文指導の過程でリーディングスキ

ルを身につけさせ、学びをアウトプットする場面を与えることで、テキストを理解した

り、利用したり、熟考したりする力「読解力」を高めることができるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究題目         主体的・対話的で深い学びの実現を目指して 

――読解力を高める授業の構築―― 

 

１ 主題設定の理由 

 スマートフォンをはじめとしたデジタルデバイスの普及による情報処理に追われる時間の多さや、

少子化や核家族化、地域社会との関係の希薄化による、他者とコミュニケーションをとる機会の減少

など、現代のこどもたちの環境は大きく変化している。このような時代を生き抜くこどもたちには、

言葉の意味を理解して本質をつかんだり、膨大な情報の中で必要な情報を読み取り活用したりする、

「読解力」を身につけることが必要不可欠である。しかし、近年日本人の子どもたちの読解力低下が

問題視されている。本校の３年生１５９名が受けた NRT の英語科の結果では、聞くこと読むこと話す

こと書くことの４技能のうち、読むことの正答率が一番低く、特に「英文を正しく読み取る問題」、

「必要な情報を判断して読み取る問題」の正答率が全国平均より低い結果であった。４月の英語科ア

ンケートでは、英文を読んで TorF の問題に答えることができるかという問いに対し、５９％の生徒が

できる、どちらかといえばできると答えたが約４０％の生徒は、TorF のような真偽を問う問題にも自

信をもって答えることができていないことが分かった。 

こうした現代社会と本校の生徒の現状を踏まえ、本研究では、文章からその概要や必要な情報を読

み取る力を育てるとともに、学びをアウトプットする場面を与えることで、それらを利用したり、熟

考したりする力を育て、生徒の「読解力」を高めることにつなげたいと考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究のねらい  

（１）目指す生徒像 

「まとまりのある英語の文章を読んでその概要を捉えたり、必要な情報を読み取ったり、それに

ついて熟考し、自身の考えやその理由を説明できたりする生徒」 

（２） 研究の仮説 

  

 

 

 

３ 研究の方法 

  研究の具体的な手立てとして、次の４点を考えた。 

（１）＜手立て１＞ 読解に必要な単語や文法などの基礎知識の定着 

①イラストを用いた単語学習 

スライドを使用し、新出単語をイラストとともに導入する。また、全体で発音するだけでなく 

個人指名で一人一人に発音させる時間を設け、複数回の授業で継続的に行うことで定着を促す。 
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②言語活動 

帯活動として、イラスト・写真や語を提示し説明させる「Picture (Word) Description」、頭の中 

で何かをイメージさせペアが質問をしてそれがだれか、何かを当てる「Who am I? (What’s this?)」 

のような活動を継続的に行い、既習の単語や文法の復習と、それらを活用する力を養う。 

（２）＜手立て２＞ 読解スキルを身につけさせる本文指導 

    ①本文の内容を日本語でまとめる活動 

本文を読んだあとに、その内容を日本語でまとめたワークシートの空所に日本語を補充する活

動に取り組ませることで、内容を理解、整理させる。 

    ②音読活動 

教員に続いてリピート、スライドのアニメーションを用いた速読、部分英訳で内容を意識させ 

た音読等、様々な方法で複数回音読をさせることで、速く読む力だけでなく、正確に意味を捉え 

ながら読む力を育てる。 

  ③Summaryシート 

本文の内容をある程度確認した後、本文とは異なる表現で書かれた要約に取り組ませ、深い読

み取りにつなげる。最初は選択肢から正しいものを選ぶ様式から始め、その後内容が異なる箇所

を訂正する様式、自分で一から要約する様式へと段階を踏んで難易度を上げる。 

（３）＜手立て３＞ 学習した内容や自分の意見をアウトプットする場面の設定 

①本文の内容や Point of Viewに関するMapの作成 

  本文指導後、本文の内容や Point of Viewの問いに対する思考MAPを作成させ、学習内容や自 

分の意見をアウトプットし、情報の整理、学習内容のまとめをする活動を行う。 

②Point of Viewの問いに対する自分の意見を英語で書く活動 

   各 Unitにある Point of viewの問いに対する自分の意見を、思考MAPを参考にし、学習内容 

  を活用しながら英語で書かせる。その後ペアや全体で発表する機会を与え、意見を共有させる。 

（４）＜手立て４＞ WPM（words per minute）と読解効率の測定 

「すらすらリーディング」という取り組みとして、定期的に１００語程度の同じ難易度の英文を 

Chat GPTを活用して作成し、生徒に与え、速読と TorFの問題に取り組ませる。語数と読み終わっ 

た秒数からWPM値、TorFの正答数から読解効率を算出し、スプレッドシートに毎回記録させる。 

その変化をグラフに表すことで、自身の記録の変化や成長を可視化する。 

 

４ 研究の実際 

（１）＜手立て１＞ 読解に必要な単語や文法などの基礎知識の定着 

①イラストを用いた単語学習 

新出単語はイラストとともに導入し、意味を推測させた。一 

通り意味を確認した後、日本語とイラストを見せて英語を確認 

した。全体発音練習だけでなく、１人１人発音を確認し、複数 

回継続的に行った。熟語や重要語句は、その単語を使った英文 

も確認し、その語を活用する力をつけさせることを意識した。 【資料１】単語指導時のスライド 

②言語活動 

帯活動として「Picture (Word) Description」「Who am I（What’s  

this?）」のような活動を継続的に行い、既習の単語・文法の復習やそれ  

らを活用する練習をさせた。タイマーで時間の制限を設け、相手に伝 

わったら座れるなど明確なゴールを設定した。時間と目的を意識させ 

ることでどの生徒も意欲的に活動できていた。 【資料２】What’s this?の活動 
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（２）＜手立て２＞ 読解スキルを身につけさせる本文指導 

    ①本文の内容を日本語でまとめる活動 

本文を読んだあとに、その内容を日本語でまとめたワー  

クシートの空所に日本語を補充する活動に取り組ませた。  

本文の日本語訳ではなく、要約や表・図でまとめたものと 

することで、長文の中から自分で必要な情報を読み取る力 

を育てることを意識した。最初は１人で取り組ませ、その 

後ペアでお互いに分からなかったところを確認、教え合い 

をさせた。この活動を継続的に行うことで、必要な情報を 

読み取るために、キーワードを探しながら、テキスト読み 

進めるスキルを身につけさせることができると考える。    【資料３】U3R&T1の本文プリント 

   ②音読活動 

教員に続いてリピート、スライドを用いた速読、部分英訳で内容を意識させた音読等、様々 

な方策で繰り返し読ませることで、飽きさせずに音読回数を増やし、速く読むだけでなく、内 

容を理解しながら読む力を身につけさせることを意識した。ペア活動などの活動形態の工夫や 

時間の設定の工夫で、協力、競争意識をもたせることで、全員が参加し、意欲的に取り組むこ 

とができていた。 

 

 

 

 

   

【資料４】文字が消えるスライド   【資料５】部分英訳のスライド 

   ③Summaryシート 

    本文をある程度確認した後、本文の要約活動に取り組ませることで、内容の深い理解を促し 

た。Unit1・2では、選択肢から正しいものを選ぶ様式にし、Unit3では内容の内容と異なる箇 

所を訂正する様式へと難易度を上げた。最終的には自身の力で要約ができることを目指す。 

 

 

 

 

 

 

【資料６】選択肢のある様式（上）、異なる箇所を訂正する様式（下） 

（３）＜手立て３＞ 学習した内容や自分の意見をアウトプットする場面の設定 

   ①本文の内容や Point of Viewに関するMAPの作成 

MAPの作成は、２年時の Unit6から実践している。各 Unitの 

Scene1～Read & Think2までを通して行い、それぞれの本文の内 

容から学んだことや感じたこと、Point of View  に対する自分の意 

見をまとめさせた。Unit  全体を通しての学びや自分の意見が１つ 

のMAPで整理され、学びを可視化することができた。最終的には 

Point of Viewに対する自分の意見を書く際の、手がかりとなるよう 

に工夫して作成するよう指導した。 

 

  

 

 

【資料７】Unit3のMAPシート 
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   ②Point of viewの問いに対する自分の意見を英語で書く活動 

Unitの最後の授業で、Point of Viewの問いに対する意見文を書かせた。各Unitの Scene1～ 

Read & Think2を通して作成したMAPを参考に、学習内容を活用しながら書くように助言・ 

指導をした。活動させる中で、分からない単語を調べるときのみ、Chrome bookの使用を許可 

した。書いた英作文の文法や単語の間違いは、教員が朱書きで訂正し、指導した。 

（４）＜手立て４＞ WPM（words per minute）と読解効率の測定 

   「すらすらリーディング」という取り組みとして、定期的に１００語程度の同じ難易度の英文

を Chat GPT を活用して作成し、生徒に与え、速読と TorF の問題に取り組ませる。スクリーン

にタイマーを表示し、読み終えた生徒はその時間をメモし、裏面の TorF に取り組む。その後、

TorF の答え合わせをし、スプッレドシートに読み終えた秒数と語数、TorF の正答数を入力する

ことで WPM【読んだ語数÷読むのにかかった秒数×60】と読解効率【WPM×（正答数÷問題

数）】を算出し、その結果をグラフに示した。グラフの結果を踏まえて、早く読むだけでなく、

より正確に内容を捉えながら読むことを意識させる声かけをした。少しずつでも成長していく様

子がグラフで可視化され、意欲的に取り組む生徒が多くいた。 

 

【資料８】記録をするスプレッドシート 【資料９】すらすらリーディングシート表（左）裏（右） 

 

５ 研究の成果 

（１）＜手立て１＞ 読解に必要な単語や文法などの基礎知識の定着 

①イラストを用いた単語学習 

イラストと共に導入し、単語指導を行うことで、生徒の記憶時間の長さに明らかな違いがある

ことを感じた。１学期最後に、Unit1～Unit3までの単語を１０問ずつ出題し、日本語を見て英語

で答えさせる単語テストを実施した。すると、学習してから期間がたっている Unit1の単語の正

答率が記憶の新しいUnit3の単語の正答率とほとんど変わらない結果となった。ここから、イラ

ストで導入した単語指導は、単語の定着につながったと考えられる。また、授業後のアンケート

では、イラストで学習することで印象に残りやすく、覚えやすかったと話す生徒が多くいた。 

 

 

 

 

 【資料１０】単語テストの正答率               【資料１１】生徒の感想 

②言語活動 

英語の授業に関するアンケートで、「英語の対話活動が好きですか。」という問いに対し、好き、

どちらかといえば好きと答える生徒の割合が４月の４６％から７月には７４％に増えた。継続的

な取り組みで、生徒の言語活動への苦手意識がなくなり、自信や意欲やが高まったことがうかが

える。１学期の振り返りでは、「言語活動を通して、これまで学んだ単語や文法の復習ができた」

という声や、「ペアでやることで楽しく学びながら語彙を増やすことができた」、「相手にどうした

ら伝わるのか考えながら工夫して話せた」など、前向きな発言がたくさん見られた。 

Unit1 Unit2 Unit3

76% 78% 78%
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【資料１２】授業に関するアンケート調査        【資料１３】言語活動の生徒の感想 

（２）＜手立て２＞ 読解スキルを身につけさせる本文指導 

  本文指導の最後に行う summaryシートの活動では、ほとんどの生徒が正しく要約することができ 

ていた。ここから、空所補充のワークシートや音読活動が本文内容の深い理解や読解スキルの育成 

につながったと考えられる。 

（３）＜手立て３＞ 学習内容やそこから自分の意見をアウトプットする場面の設定 

①本文の内容や Point of Viewに関するMAPの作成 

【資料１４】はある生徒の２年時の Unit6 と３年時の Unit3 の MAP である。２つを比べると、

より詳しく本文の内容をまとめることができ、それに対する自分の意見の記述も見られるように

なった。中には、英語で MAP を書く生徒もいた。MAP を作成することで、各 Unit の内容の深

い理解と自分の意見の整理につながり、学習の活用に生かされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

【資料１４】２年 Unit6の思考MAP       【資料１５】３年Unit3の思考MAP 

  ②Point of viewの問いに対する自分の意見を英語で書く活動 

【資料１６】は、生徒が書いた Unit3の Point of Viewの問いに対する意見文である。本文内容

を熟考し、それらを活用し、自分の意見を説明することができている。また、自分の意見をペア

に発表したり、全体で発表したりする時には、どんな意見を書いたのか興味深く聞く様子や発表

後に聞き取った内容が合っているかを確認する様子が印象的であった。ただ読み取るだけでなく、

それらを熟考、活用することこそ、本文内容の深い読み取りや、読解力の育成につながると考え

る。 

 

  

 

 

 

 

【資料１６】ある生徒が書いた Unit3の英作文 
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（４）＜手立て４＞ WPM（words per minute）と読解効率の測定 

全９回すらすらリーディングの活動を行った。【資料１７】のグラフは第１回と第９回の WPM 値

と読解効率の変容を表している。青色が第１回、赤色が第９回で、横軸がそれぞれの数値、縦軸が

その数値の生徒の人数である。この結果から、WPM 値、読解効率どちらも点数が大きく伸び、全体

的にも記録がよくなったことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１７】WPM値・読解効率の変容 

右の【資料１８】は、ある生徒の記録した第１回から第９回ま 

でのWPM値と読解効率のグラフである。青がWPM値、赤が読 

解効率を表している。第１回から読解効率を維持しながらWPM 

値を少しずつ伸ばしてきたが、第８回で WPM 値が大きく上がり、 

読解効率が下がった。そこで速く読むだけでなく内容を捉えなが 

ら読むことを意識するように助言し、第９回では、読解効率を維 

持しながら、WPM値を伸ばすことができている。また、１学期 

の授業の感想では、「すらすらリーディング」の活動を通して、 

自身の成長を感じながら前向きに取り組むことができたと話す生徒が多くいた。 

 

 

 

 

【資料１９】すらすらリーディングの生徒の感想 

さらに、７月の英語科授業アンケートの「長文を読んで TorF のような真偽の判断ができるか」とい

う問いに対して、できる、どちらかといえばできると答えた生徒は、８２．９％で、４月のアンケート

結果である５９％から大きく変化した。ここから、これら４つの手立てが生徒の読解力を高めることに

つながっただけでなく、読むことに対する苦手意識をなくし、自信につなげることができたと考える。 

 

６今後の課題 

読解力を身につけるためには、正しい知識と読解スキルを身につけるだけでなく、読み取ったこ

とを利用したり、熟考したりしながらアウトプットすることの必要性を実感した。どの実践におい

ても、すぐに効果がでるものではなく、継続的に取り組み続けることが必要である。今回の授業で

は、生徒が自ら考え、共に課題を解決したり、それぞれの意見を伝えあったりする場面を多く設け

ることができた。主体的・対話的で深い学び、これからもその実現を目指し、現代社会を生き抜く

こどもたちに必要な読解力を育てていきたい。 

(人) 

【資料１８】生徒個人のグラフ 


